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「TC23　Limit　State　Design　in　Geotechnical　Engineering 　Practice」
の 活動につ い て
地盤工 学会 TC23 国 内委 員会
　「TC23 　Limit　State　Design　in　Geotechnical　Engineer −
ing　Practice （地 盤工 学 に お け る限界状態設計）」 は 1990
年 に設立され，当初は欧州委員会 の 委託 で ユ ーロ コ ード
7 （以 下，EC7 ）の ドラ フ ト作成 （1981 〜1997年）と密
着 した 活動 を行 い ，非 EU 国 に よ る EC7 の 考察や 世 界
の い ろ い ろ な 国 や 地 域 に お け る 地 盤構造物設計 コ ードの
限 界状態 設 計法 導入 状況調 査 （1997 〜2001年）を 経 て，
2001年 か ら主 査 を 本城勇介 （岐阜大学教授）が 務 め ，
「地盤 コ ードと地盤調査 の 国 際的調和 と性能設計 」 の 観
点で 活動 して い る。WTOITBT 協定に関連 し て 国際規
格の 制定 に 我 が 国 が 関与 す る 重要性 が 指摘 さ れ て い る現
在，EC7 （欧 ），荷重 抵 抗係数法 を 用 い た AASHTO
（米） や 「性能設計概念 に 基 づ い た 基 礎構造物等 に関 す
る設計原則 （地盤工 学会基準 JGS　4001 −2004）」 の 完成
と い っ た 国 際情勢 の 下，TC23 を 日本主導で 進め る こ と
は 非常 に 重 要 な もの とな っ て い る。
　 日 本 が ホ ス ト国 と な っ て か らの 第 ユ期 （2001 〜2005
年）で は，以 下 に 示 す 六 つ の課 題 （Terms 　 of 　 Refer−
ence ，　 TOR ） を 中心 とし て ， 2002年 4 月 の IWS 鎌倉 を
皮切 りに都合 7 回の 会合を開催 し た。
● TC23 の TOR
　 l．地 盤構造物 の 設計へ の 性能設計概念の 導 入
　2． 限界状態設計法 が 実際 の設計 コ ードに 導入 さ れ た
　　　際の 問題 点 の 抽 出 と共有化
　 3．前活動期間 に お い て 議論 さ れ た 「特性値 」 と 「試
　　　験値 」 お よび 「導出値」 に つ い て の 議論を深め る
　 4，信 頼 性 理 論 に 基 づ い た部 分係 数 の 決 定 法 の 議論
　 5． よ り高度 な 数値解析手法 （例 え ば FEM ） を 用 い
　　　た 設計 や 非線形性 の 強 い 荷重一変位関係 を 有す る
　　　地 盤 構造物の 設 計 に お け る部 分係 数の導入 法
　 6．発展途上 国の 地盤 ・基礎構造物設計 コ ードを巡 る
　　　問題
　今期 （2005 〜2009年）に お い て も先 の TOR を 継 続
し，主な活動 として は Geo−Shanghai （上 海，2006年 6
月）で の Organized　Session，　New 　 Generation　Design
Code を テ ーマ と し た 国際 シ ン ポ ジ ウ ム Taipei　2006
（台北，2006年 11月），Harmonization 　 Qf　Design 　CQdes
in　the　Asian 　Region を テ マー と した ACECC 　Workshop
（台北 ， 2006 年11月）， 第10回建設 工 学 に お け る統計 ・
確率 の 応用 に 関する国際会議 （ICASP10 ） に お け る三
つ の セ ッ シ ョ ン ，お よび 欧 州 地 域 会 議 （ス ペ イ ソ ） に お
い て デ ン マ ーク 地 盤 工 学会 （DGS ），ERTCIO （欧州
TC10 ： EC7 適用 の 評価） と共催で Special　 Session　 in
the　Spirit　of　N．　K 　Ovesenを 開催 した 。 こ れ らの うち，
特 に 9 月 に ス ペ イソ で 開催 さ れ た 欧州地 域会議 で は，9
月 23 日 （日 曜 日）午 後 3 時 か ら 7 時 ま で の 4 時 間，
2005 年 12月 に逝去 し た，EC7 作成 委員会 の 第 1 代 主 査
で ， 長 くデ ン マ ーク 地盤 工 学研究所 長を務め た N ．K ．
Ovesen の 業績を記念 し たセ ッ シ ョ ン が開催 され た の で，
少し詳し く紹介 し た い 。
　 セ ッ シ ョ ン の 司会 は フ ラ ン ス の Roger 　Frank （ISS−
MGE 副 会長，欧 州） と本 城 （TC23 主 査）で 担 当 し た 。
Seco 　 e　 Pinto会長 を含 む約 100名 の 参加者 を得，招待講
演者 6 名 が，それぞれ30分 の講演を行 っ た。
　 セ ッ シ ョ ン は ま ず Frank の 心 の こ も っ た Krebs
Ovesen に 対 す る追悼 の 挨拶で 開始 さ れ ，講演は 次 の と
お りで あ る。
15 ： 10〜15 ： 35　Jorgell　S ，　Steenfelt（Denmark ）
　 地 盤 工 学 に お け る新 しい 挑戦 と Krebsの Spirit
15 ： 35〜16 ： 00　Frans　B．　J．　Barends （Netherlands）
　地 盤 工 学 へ の IT 技術 と新展開
16 ：00〜16 ：30　Trevor　L．　L．　Orr （lreland）
　 Krebs と EC7 の 物語
17 ： 00〜17 ：25　Pe亡er　Day （South　Africa）
　南アフ リカ を 例 と して Krebsの 遺産
17 ： 25〜18 ： 00　Sarah　Springman （Switzer工and ）
　地 盤 の 物理 的 モ デル 化 に お け る Krebsの 遺産
18 ：00〜18 ：35　Brian　Simpson （UK ）
　Krebs に お け る holisticな ビ ジ ョ ソ と EC7
18 ： 35〜18 ： 55　Honjo　Yusuke，　chairperson （Japan）
　閉会 の 辞 ： 信頼 性設計 よ り見 た EC 全 体 に 与 え た
　 　 　 　 　 　 Krebs の 影 響。関 係 各 位 へ の 謝 辞
　 本 TC23 は，9 ヶ 国 10名の コ ア メ ソ バ のー ほ か，29 ヶ
国 29名 の メン バ ーか ら構成され て い る。また，日本 で
は ，地 盤 工 学会内 に26名で構成 さ れ る TC23 国内委員
会 を 設 置 し て い る。
　最 後 の 2 年 間 は ，総括的な 日本 で の シ ソ ポ ジ ウ ム の
開催 を 視野 に 入 れ た活動 を 展 開 す る予 定 で あ る。
（文責 ： 原　隆史　岐阜大学）
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